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演
劇
に
対
す
る
深
い
関
心
が
認
め
ら
れ
る
。

『
独
逸
日
記
』
中
に
散
見
す
る
影
し
い
数
の
観
劇
記
録
、

帰
朝
直
後
の
活
動
が
、
演
劇
改
良
へ
向
け
て
の
発
言
や
西
欧
戯
曲
の
翻
訳
・
紹
介
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
更
に
、
文
壇
へ
の
復
帰

明
42 

均二

戯
曲
の
創
作
を
以
て
果
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
、

正
に
附
外
の
文
業
の
一
側
面
を
形
づ
く
っ
て
い
た
こ
と
に
疑
い
は
な

し、
。

同
外
の
そ
の
よ
う
な
一
方
な
ら
ぬ
演
劇
へ
の
関
心
は

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

一
連
の
創
作
戯
山
と
な
っ
て
具
体
化
を
み
た
。
す
な
わ

ち
、
小
企
か
ら
帰
還
し
た
明
治
三
五
年
暮
、
新
派
の
頭
領
、
伊
井
容
峰
の
需
め
に
応
じ
て
書
き
下
さ
れ
た
『
玉
依
雨
浦
唄
』
に
始
ま
る
全
九

篇
の
戯
山
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、

九
日
I
卜
＼
ノ
ド
A
l
Jいド

l

、

同
ク
ノ

U

：7
引
け

一
の
系
列
を
形
成
す
る
も
の
と
把
捉
さ
れ
、

論
じ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。

例
え

ば

riiJ 
llffit 

義

氏
は

こ
の
九
篇
を
以
て
、
〈
処
女
三
部
作
〉
の
次
に
位
置
し
、
〈
短
篇
写
実
小
説
〉
の
先
駆
を
な
す
作
品
群
と
し
て
重
視
し
、



且
つ
、
そ
の
忠
材
が
多
く
歴
史
・
伝
説
に
基
づ
く
（
歴
史
物
六
、
現
代
物
三
）
と
こ
ろ
か
ら
、
次
に
く
る
歴
史
小
説
へ
と
連
な
る
〈
橋
梁
〉
と

意
義
守
つ
け
て
い
る
（
1
J
0

と
こ
ろ
で
、

そ
う
し
た
附
外
創
作
戯
曲
中
、
最
も
格
調
向
い
ド
ラ
マ
（
永
平
和
雄
氏
（
2
））、

と
の
評
価
を
得
て
き
た
作
に
『
生
田
川
』
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
四
三
年
四
月
、
雑
誌
「
中
央
公
論
」
春
期
大
附
録
号
に
発
表
さ
れ
、
次
い
で
、

五
月
二
八
・
九
の
両
日
、
自
由
劇
場

第
二
回
試
演
の
ム
日
本
と
し
て
、

ヱ
デ
キ
ン
ト
作
的
外
訳
の
勺
出
裂
前
半
時
間
』
お
よ
び
チ
ェ
ホ
フ
作
小
山
内
長
択
の
『
犬
』
と
共
に
、
有
楽

座
に
お
い
て
上
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

題
名
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
戯
曲
は
、
万
葉
集
以
来
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
著
名
な
古
伝
承
に
取
材
し
た
作
品
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
二
人
の
男
に
求
婚
さ
れ
た
処
女
が
身
を
処
し
か
ね
て
、

つ
い
に
入
水
し
、
男
た
ち
も
こ
れ
に
殉
じ
て
投
身
す
る
。
死
後
処
女
の
墓

の
傍
ら
に
、
男
た
ち
の
親
が
競
っ
て
基
を
立
て
て
や
る
、

と
い
う
所
謂
〈
生
同
川
伝
説
〉
を
、

そ
の
素
材
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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先
に
も
指
摘
し
た
如
く
、
防
外
の
創
作
戯
曲
は
、
そ
の
大
半
が
史
劇
で
あ
リ
、
例
え
ば
、
戯
曲
と
し
て
の
前
作
可
静
』
（
明
位
・
口
、
昂
）

も
や
は
リ
、
歴
史
上
の
人
物
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
取
り
込
ん
で
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、

可
生
田
川
門
白
も
ま
た
同
種
の
作
品
と
見
倣
さ
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
訳
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
真
向
う
か
ら
古
伝
承
を
素
材
と
し
た
例
は
、
同
外
の
作
品
系
列
の
上
で
は
、
大
正
四
年
、
同
じ
く
「
中
央

公
論
」
誌
上
に
掲
載
を
み
た
、
歴
史
小
説
『
山
淑
大
夫
』
を
措
い
て
他
に
見
当
ら
ぬ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
作
品
が
、
同
外
戯
曲
中
、
最
も
批
評
の
高
い
一
篇
で
あ
る
こ
と
は
、
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
芥
川
花
之
介
は
、

そ

の
史
的
意
義
に
ふ
れ
つ
つ
、
次
の
如
く
評
し
て
い
る
。

所
謂
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
主
義
は
日
本
に
も
幾
多
の
作
品
を
生
ん
だ
。
が
、
先
生
の
戯
曲
「
生
田
川
」
ほ
ど
完
成
し
た
も
の
は
少
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
（
『
文
芸
的
な
、
余
り
に
文
芸
的
な
一
）
、
昭
2
・
4
、
改
造
）



す
な
わ
ち
、
『
生
田
川
』
は
、

明
治
四
三
年
前
後
に
我
が
国
に
入
っ
た
所
謂
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
潮
流
の
中
で
作
ら
れ
た
、
最

も
早
く
、

し
か
も
、
最
も
優
れ
た
達
成
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
記
憶
さ
れ
て
き
た
の
に
違
い
な
い
。
従
っ
て
、

そ
の
研
究
も
、
自
然
主
義
に
対

抗
す
る
ネ
オ
・
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
駿
将
た
る
、

ベ
ル
ギ
ー
の
詩
人
・
劇
作
家
、

モ
I
リ
ス
・
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
の
世
界
と
方
法
が
、

し、

か
に
摂
取
・
受
容
さ
れ
た
か
、

と
い
う
観
点
か
ら
、
主
と
し
て
行
な
わ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
差
支
え
な
い
。

そ
の
方
面
に
於
け
る
昨
今
の
侵

れ
た
成
果
と
し
て
、
清
田
文
武
氏
の
業
績
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

古
郡
康
人
氏
は
、

こ
の
『
生
田
川
』
の
成
立
に
、

明
治
三

O
年
に
書
か
れ
た
『
新
生
田
川
』
（
明
知
・

7
、
世
界
之
日
本
。

後
に
『
弓
矢
の
家
』
と
改
題
。
）
が
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
関
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
の
推
測
を
立
て
て
お
ら
れ
る
（
3
ぢ

こ
の
露
伴
の

作
に
つ
い
て
は
、
発
表
当
時
、
同
外
が
批
評
を
行
な
っ
て
い
る
（
明
知
・

9
、
目
不
酔
草
）
し
、
鴎
外
の
露
伴
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
敬
愛
を

し
か
し
、
鴎
外
と
激
石
の
連
関
性
を
探
る
本
稿
の
観
点
に
立
っ
と
き
、
自
ず
と
他
の
先
行
作
品
と
の
相
関
が
視
野
に
入
っ
て
来
る
。
す
な
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合
わ
せ
考
え
る
と
、
氏
の
提
起
さ
れ
た
視
点
は
、
確
か
に
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

わ
ち
、
明
治
三
九
年
九
月
の
「
新
小
説
」
に
発
表
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
激
石
の
『
草
枕
』
に
他
な
ら
な
い
。

さ
て
、
こ
こ
に
、
や
は
り
同
じ
く
、
吋
｝
生
田
川
』
と
『
草
枕
L

の
連
関
の
可
能
性
に
ふ
れ
た
論
文
が
あ
る
。

先
に
挙
げ
た
消
印
文
武
氏
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
氏
は
、
『
生
田
川
』
に
お
け
る
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
の
〈
静
劇
〉
の
影
響
を
論
じ
ら
れ
た
後
に
、

正
に
次
の
如
き
一
節
を

記
し
て
お
ら
れ
る
。
重
要
な
指
摘
を
合
む
ゆ
え
、
長
い
引
用
を
敢
え
て
す
る
。

「
生
田
川
」
の
執
筆
動
機
は
第
二
回
の
自
由
劇
場
で
試
演
し
た
い
か
ら
と
い
う
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
創
作
の
過
程
で
自

然
主
義
隆
盛
へ
の
対
抗
意
識
も
濃
厚
に
は
た
ら
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
新
思
潮
の
旗
手
と
し
て
の
マ
ア
テ
ル
リ
ン
ク
の
怒
詳
の
ご
と
き

流
入
・
紹
介
の
情
況
も
関
与
し
た
は
ず
で
あ
る
。



と
こ
ろ
で
、
夏
目
激
石
は
明
治
三
十
八
年
に
「
倫
敦
塔
L
q帝
国
文
学
』
明
治
三
八
・
一
）
、
「
幻
影
の
盾
」
（
吋
ホ
ト
ト
ギ
ス
ー
口
明
治

三
八
・
四
）
等
浪
漫
的
な
作
品
を
公
に
し
、
翌
年
に
は
「
草
枕
」
（
弓
新
小
説
』
明
治
三
九
・
九
）
を
発
表
し
て
い
た
。
こ
の
「
草
枕
し
の

世
界
の
帰
趨
に
つ
い
て
は
様
々
な
見
解
が
あ
る
が
、
激
石
の
期
す
る
と
こ
ろ
は
「
唯
一
種
の
感
じ
l
美
し
い
感
じ
が
読
者
の
頭
に
残
り

さ
へ
す
れ
ば
よ
い
。
」
（
「
余
が
「
草
枕
し
」
〈
可
文
章
世
界
』
明
治
三
九
・
一
一
〉
）
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
方
法
を
異
に
し
、
ジ
ャ
ン
ル
を

異
に
し
つ
つ
も
、
「
ゆ
っ
た
り
し
て
呆
気
な
い
と
い
ふ
う
ち
に
、
何
か
一
つ
の
印
象
を
与
え
る
事
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
で
好
い
と
思
ふ
」

7

7

 

と
し
た
っ
生
田
川
」
が
、
激
石
に
応
じ
て
苦
か
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、

J
早
枕
」
に
『
万
葉
集
』
の
菟
原
処
女
の
伝
説
の
結
末
が
述
べ

ら
れ
て
は
あ
っ
て
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
文
芸
史
上
で
ひ
と
つ
の
連
接
点
を
有
す
る
と
こ
ろ
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て

い
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。
（
吋
森
，
附
外
「
生
田
川
L

の
世
界
と
方
法
』
、
新
大
国
語
第
六
号
、
同
日
・
印
）

論
文
の
末
尾
に
近
く
、

い
さ
さ
か
唐
突
に
書
き
つ
け
ら
れ
た
こ
の
一
節
か
ら
、
清
田
氏
が
い
か
な
る
思
考
の
末
に
、

か
く
の
如
き
仮
説
に

-4-

辿
り
着
い
た
か
を
知
る
手
立
て
は
な
い
。
が
、
こ
の
一
節
は
、
本
稿
の
視
角
に
と
り
、
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で

あ
る
。可

草
枕
』
と
ヮ
生
田
川
』
と
、
ー
l
同
一
の
伝
説
を
素
材
と
し
て
共
有
す
る
こ
の
二
つ
の
作
品
の
聞
に
は
、

清
田
氏
が
い
み
じ
く
も
指
摘

し
た
よ
う
に
、
単
な
る
偶
然
の
一
致
と
し
て
は
片
付
け
ら
れ
ぬ
〈
連
接
点
〉
が
、
明
ら
か
に
伏
在
し
て
い
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、

そ
れ
は
、
こ
の
両
作
品
を
隔
て
る
三
年
七
ヵ
月
と
い
う
歳
月
が
、
正
に
、
近
代
文
学
史
上
、
唯
一
度
、
鴎
外
と
激
石
の
急
速
に
接
近
し
合
っ

た
、
明
治
四
三
年
前
後
と
い
う
時
期
を
包
摂
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

一
一
、
〉
己
。
ロ
。
B

－o

明
治
四
三
年
一
月
、
前
年
来
開
始
さ
れ
た
鴎
外
の
文
壇
活
動
は
、

新
た
な
転
機
を
迎
え
た
か
に
見
受
け
ら
れ
る
（
4
〕

O

こ
の
月
の
諸
雑
誌



等
に
掲
載
を
み
た
創
作
及
び
翻
訳
の
数
は
、
各
五
篇
の
都
合
一

O
篇
の
多
き
に
上
り
、

そ
の
健
筆
振
り
は
、
上
田
敏
を
し
て
驚
嘆
せ
し
め
て

も
い
る
。

そ
こ
に
は
、
明
ら
か
に
、
鴎
外
の
心
的
態
度
に
、

何
カ

あ
る
変
化
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
読
み
と
り
得
る
。

こ
の
時
点
を
以

て
、
〈
森
林
太
郎
〉
か
ら
〈
鴎
外
〉
へ
と
署
名
が
変
わ
り

号
の
使
用
が
再
度
始
め
ら
れ
た
こ
と
も

確
か
に
、
そ
の
よ
う
な
内
的
変
化
を

裏
付
け
る
有
力
な
根
拠
の
ひ
と
つ
と
言
っ
て
よ
い
。

鴎
外
の
、
文
壇
活
動
に
対
す
る
、

か
か
る
新
た
な
姿
勢
の
変
化
は
、
前
年
一
二
月
の
、

雑
誌
「
新
潮
L

掲
載
の
談
話
、

『
予
が
立
場
』
に

於
い
て
明
示
さ
れ
た
、

い
わ
ば
〈
私
は
私
〉
主
義
、
文
壇
状
況
に
於
け
る
諸
流
派
か
ら
等
し
く
距
離
を
と
り
つ
つ
、
自
己
の
文
学
的
立
場
を

堅
持
し
て
い
こ
う
と
の

一
種
の
覚
悟
を
背
景
と
し
て
生
じ
た
の
に
相
違
な
い
。
鴎
外
は
、
文
壇
復
帰
後
丸
一
年
を
経
過
し
た
こ
の
年
、
装

い
も
新
た
に
、
文
壇
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。
そ
れ
は
、
鴎
外
自
身
が
言
う
よ
う
に
、
〈
問
。
ω
高
D
P
Z
。
ロ
〉
と
い
う
語
の
も
つ
消
極
的
な
ニ
ユ

同
外
に
と
っ
て
、

正

そ
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
明
治
四
三
年
と
い
う
年
は
、
当
初
、
長
篇
小
説
へ
の
初
め
て
の
取
り
組
み
を

-5-

ア
ン
ス
と
は
裏
腹
な
、
生
彩
に
富
む
活
動
を
結
果
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
て
開
一
帰
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
と
は
、

前
年
二
一
月
一
日
発
行
の

E
P
に
〈
昂
新
年
競
予
告
〉
と
し
て
、

「

h
a序
正
山
也

，JU
耳
7
q
t
H
q

？に
/I木

林
太
郎
L

の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
り
得
る
。
そ
の
題
名
が
、
『
青
年
』
（
明
付
・

3
t
明
付
・

8
、
昂
）
の
主
人
公
、
小
泉
純
一
の

名
を
容
易
に
連
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
が
、

『
青
年
』
の
連
載
予
告
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

ほ
ぼ
誤
り
な
く
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

が
、
鴎
外
の
心
組
み
に
反
し
、
連
載
開
始
は

予
定
よ
リ
二
ヵ
月
の
延
引
を
き
た
し
た
の
だ
っ
た
宮
古

そ
こ
に
は

相
応
の
因
由
が
認
め

ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
私
は
、
右
の
延
引
の
原
因
を
、
朝
日
文
芸
欄
開
設
（
明
必
・
日
・
お
）
に
際
し
て
の
、
あ
り
得
た
か
も
知
れ
ぬ
激
石
か

ら
の
連
載
小
説
執
筆
依
頼
（
6
）
に
求
め
た
い
。
当
時
の

H記
を
仔
細
に
検
討
す
れ
ば
、

そ
の
よ
う
に
想
定
す
る
こ
と
の
傍
証
が
、

少
く
と
も

一
つ
浮
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
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間
列
目

恐
ら
く

一
二
月
号
の
「
昂
L

に
掲
載
を
予
定
し
て
い
た
『
独
身
』
を
、

『
小
野
純
一
』
第
一
回
分
の
〈
肩
代
わ
り
〉
と
し
て

「
昂
」
新
年
号
の
誌
面
に
ズ
レ
込
ま
せ
、

そ
の
結
果
生
じ
る
一
二
月
号
の
穴
を
、

一
一
月
六
日
、

既
に
森
田
草
平
に
与
え
で
あ
っ
た
『
煤
煙

序
』
（
可
影
と
形
』
）
の
掲
載
に
よ
っ
て
埋
め
合
わ
せ
す
る
、

1
1
i
そ
う
し
た
異
例
の
応
急
措
置
を
採
っ
て
い
た
こ
と
が
、
推
察
さ
れ
る
の
で
あ

る（
7
）
。
す
な
わ
ち
、

正
し
く
一
一
月
半
ば
の
段
階
で
、

一
月
予
定
の
連
載
開
始
を
見
合
わ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
何
ら
か
の
事
態
が
発
生
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
事
態
を
、
繰
り
返
す
が
、
激
石
か
ら
の
突
然
の
働
き
か
け
、

と
想
定
し
て
み
る
訳
で
あ
る
。

で
は
、
繰
り
延
べ

ら
れ
た
二
ヵ
月
の
意
味
を
ど
う
理
解
す
べ
き
か
。

鴎
外
が
、
可
小
野
純
一
』
の
題
の
下
に
、

い
か
な
る
構
想
を
準
備
し
て
い
た
か
は
、
今
日
知
り
ょ
う
も
な
い
。

カミ

少
く
と
も
、
現
在
、

手
に
す
る
こ
と
の
可
能
な
『
青
年
』
と
い
う
小
説
が
、
明
ら
か
に
激
石
作
品
を
意
識
し
て
執
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、

そ
の
こ
ヵ
月
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
延
引
が
決
定
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
一
一
月
中
旬
以
降
の
月
日
は
、
既
に
出
来
か
か
っ
て
い
た
構
想
が
、
激
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石
と
の
交
流
の
発
生
を
契
機
に
、
何
ら
か
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
間
と
見
倣
す
の
が
、
最
も
妥
当
な
解
釈
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
恐

ら
く
鴎
外
は
、

激
石
と
の
避
遁
を
、

既
に
胸
中
に
あ
っ
た
長
篇
小
説
構
想
の
内
部
に
、

重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
組
み
込
ん
で
い
く
た
め

に
、
更
な
る
時
日
を
要
し
た
の
だ
、

と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、

そ
う
し
た
構
想
変
更
作
業
の
結
果
は
、
作
品
の
上
に
、
具

体
的
に
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
を
と
っ
て
表
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。四
三
年
六
月
の
「
目
卯
」
掲
載
八
刀
（
七
・
八
）
中
に
描
か
れ
る
、
平

田
的
石
の
演
説
で
あ
る
。
『
三
四
郎
』
を
想
起
さ
せ
る
と
い
わ
れ
る
教
養
小
説
巴
E
C
D
m∞
B
B
B
的
形
態
の
如
き
は
、
同
日
の
談
で
は
な
い

『
青
年
』
に
お
け
る
激
石
の
影
響
と
し
て
、
第
一
に
問
題
と
す
べ
き
は
、

と
言
っ
て
よ
い
。

そ
の
、
主
題
と
の
関
わ
り
は
、

そ
れ
ほ
ど
に
深
く
且
つ
重
い
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
周
知
の
通
り
、
制
石
は
明
ら
か
に

激
石
を
モ
デ
ル
に
造
型
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
見
事
な
形
象
化
に
は
、

ゴ
一
年
前
、
上
田
敏
壮
行
会
の
席
上
で
聴
い
た
、
激
石
の
ス
ピ
ー
チ
の
記



憶
が
、
強
く
反
映
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
鴎
外
作
品
中
に
欺
石
が
登
場
す
る
の
は
、
前
年
七
月
の
『
ヰ
タ
・
セ
ク
ス
ア
リ
ス
』
に
次

い
で
二
度
目
の
こ
と
で
あ
る
。

小
説
家
志
望
の
主
人
公
小
泉
純
一
は

中
学
時
代
の
同
窓
瀬
戸
速
人
の
導
き
で
、

上
京
後
ほ
ぼ
一
週
間
を
経
た
天
長
節
の
日
の
午
後
、

〈
ロ
ロ
）
〉
∞
同
〉
戸
H
K
F
〉

と
い
う
名
の
青
年
芸
術
家
た
ち
の
集
い
に
参
会
す
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
聴
く
こ
と
に
な
っ
た
作
家
相
石
の
イ
プ
セ

ン
に
つ
い
て
の
演
説
に
、
純
一
は
、
そ
れ
ま
で
蓄
え
も
っ
て
い
た
自
己
の
思
想
の
中
核
が
強
く
揺
り
動
か
さ
れ
る
の
を
経
験
す
る
。

そ
の
相

石
の
演
説
と
は
、
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

的
石
は
、
全
て
の
外
来
思
想
同
様
、

イ
プ
セ
ン

イ
プ
セ
ン
も
ま
た
、

日
本
に
輸
入
さ
れ
て
綾
小
化
さ
れ
た
と
述
べ
た
後
、
更
に
続
け
て
、

の
個
人
主
義
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
コ

相
石
は
先
づ
、
次
第
に
あ
ら
ゆ
る
習
慣
の
縛
を
脱
し
て
、
個
人
を
伺
人
と
し
て
生
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
想
が
、
イ
ブ
セ
ン
の
生
涯

の
作
の
上
に
、
所
前
赤
い
紘
に
な
っ
て
一
貫
し
て
ゐ
る
こ
と
を
一
一
一
一
日
っ
た
c

「
種
々
の
別
離
を
己
は
閲
し
た
し
と
い
ふ
様
な
心
持
で
あ
る
0

・
・
：
約
石
は
話
頭
を
一
縛
し
て
、
「
こ
れ
が
イ
ブ
セ
ン
の
自
己
の
一
回
で
す
、
旬
。

2

C
百
円
に
詩
人
的
に
授
揮
し
て
ゐ
る
自
己
の
一
面

で
す
、
世
間
的
自
己
で
す
」
と
結
ん
で
置
い
て
、
別
に
イ
ブ
セ
ン
に
は
最
初
日
ら
他
の
一
面
の
自
己
が
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
言
っ
た
。

「
若
し
比
一
面
が
な
か
っ
た
イ
ブ
セ
ン
は
放
縦
を
説
く
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ザ
セ
ン
に
は
別
に
出
世
間
的
自
己
が
あ
っ
て
、
始
終
向
上
し

て
行
か
う
と
す
る
。
そ
れ
が
ロ

E
ロ
仏
に
於
い
て
授
揮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
イ
プ
セ
ン
は
何
の
為
め
に
習
慣
の
朽
ち
た
る
索
を
引
き
ち
ぎ

っ
て
棄
て
る
か
。
こ
こ
に
自
由
を
得
て
、
身
を
泥
土
に
委
ね
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
狙
い
翼
に
風
を
切
っ
て
、
高
く
遠
く
飛
ば
う

と
す
る
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
ゾ
一
フ
の
己
主
号
は
塞
術
を
求
め
る
。
イ
ブ
セ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
は
理
想
を
求
め
る
。
そ
の
求
め
る
も
の
の

為
め
に
、
妻
を
も
子
を
も
犠
牲
に
し
て
顧
み
な
い
。
そ
し
て
自
分
も
滅
び
る
。
そ
こ
を
薮
聞
に
附
ん
で
、
プ
ラ
ン
ト
を
風
刺
だ
と
さ
へ

云
っ
た
も
の
が
あ
る
。
買
は
イ
ブ
セ
ン
は
大
員
面
目
で
あ
る
。
大
農
面
白
で
向
上
の
一
路
を
示
し
て
い
る
。
悉
皆
か
絶
無
か
。
此
理
想
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は
プ
ラ
ン
ト
と
い
ふ
主
人
公
の
理
想
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
自
己
よ
り
出
で
た
る
も
の
、
自
己
の
意
志
よ
り
出
で
た
る
も
の
だ
と
い
ふ
所

に
、
イ
ブ
セ
ン
の
求
め
る
も
の
の
内
容
が
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
兎
に
角
道
は
自
己
の
行
く
為
め
に
、
自
己
の
開
く
道
で
あ
る
。
倫
理
は
自

己
の
遵
奉
す
る
為
め
に
、
自
己
の
構
成
す
る
倫
理
で
あ
る
。
宗
教
は
自
己
の
信
仰
す
る
為
め
に
、
自
己
の
建
立
す
る
宗
教
で
あ
る
。
一

言
で
伝
へ
ば
〉

5
0ロ。
5
5
で
あ
る
。
そ
れ
を
公
式
に
し
て
見
せ
る
こ
と
は
、
イ
ブ
セ
ン
に
も
出
来
な
ん
だ
で
あ
ら
う
。
兎
に
角
イ
ブ

セ
ン
は
求
め
る
人
で
あ
り
ま
す
。
現
代
人
で
あ
り
ま
す
。
新
し
い
人
で
あ
り
ま
す
。

以
上
が
、
抑
石
の
演
説
の
全
容
で
あ
る
。
的
石
は
イ
プ
セ
ン
の
個
人
主
義
に
は
二
つ
の
側
面
が
あ
る
、

い
ま
し
め

習
慣
の
縛
を
脱
し
て
、
個
人
を
個
人
と
し
て
生
活
さ
せ
よ
う
と
す
る
〉
側
面
で
あ
り
、

と
説
く
。

一
つ
は
、
〈
あ
ら
ゆ
る

こ
れ
を
〈
世
間
的
自
己
〉
と
命
名
す
る
。

す
な
わ

ち
、
因
襲
破
壊
者
と
し
て
の
イ
プ
セ
ン
の
思
想
で
あ
り
、

そ
の
生
涯
を
貫
通
し
て
い
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。

が
、
附
石
は
、
〈
出
世
間

的
自
己
〉
と
名
付
く
べ
き
他
の
一
面
の
存
在
を
、

イ
プ
セ
ン
に
認
め
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
〈
始
終
向
上
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
〉
自
己

-8-

で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
一
面
が
な
け
れ
ば
、

イ
プ
セ
ン
は
、
単
に
〈
放
縦
〉
を
説
く
も
の
に
す
ぎ
な
く
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

イ
プ
セ
ン
の
因
襲
打
破
は
、

個
人
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

〈
身
を
泥
土
に
委
ね
〉
る
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
決
し
て
な

い
、
と
二
一
一
口
う
の
で
あ
る
。

い
う
な
れ
ば
、
そ
れ
は
、
自
律
的
個
人
主
義
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

純
一
に
、
〈
無
理
に
自
分
の
乗
っ
て
ゐ
る
船
の
紬
先
を
め
ぐ
ら
し
て
逆
に
急
流
を
湖
ら
せ
ら

右
の
如
き
内
容
を
も
っ
た
射
石
の
演
説
は
、

れ
る
〉
か
の
感
を
抱
か
し
め
、

し
ば
し
、
深
い
思
量
に
耽
ら
せ
る
。

そ
の
折
の
衝
撃
は
、
次
の
如
く
拙
か
れ
る
。

警
へ
ば
長
い
間
集
め
た
物
を
、
一
々
心
覚
え
を
し
て
箱
に
入
れ
て
置
い
た
の
を
、
人
に
上
を
下
へ
と
掻
き
交
ぜ
ら
れ
た
や
う
な
物
で

あ
る
。
そ
れ
を
元
の
通
り
に
す
る
の
は
む
づ
か
し
い
。
い
や
、
元
の
通
り
に
し
よ
う
な
ん
ぞ
と
は
思
は
な
い
。
元
の
通
り
で
な
く
、
ど

う
に
か
整
頓
し
よ
う
と
思
ふ
。
そ
し
て
そ
れ
が
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
出
来
な
い
の
は
無
理
も
な
い
。
そ
ん
な
整
頓
は
固
よ
り
一
朝
一



タ
に
出
来
る
筈
の
整
頓
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
純
一
の
耳
に
は
射
石
の
詞
が
遠
い
遠
い
物
音
の
や
う
に
、
意
味
の
な
い
雑
音
と
な
っ
て

聞
こ
え
て
ゐ
る
。

約
石
の
演
説
に
接
し
た
純
一
が
、

か
く
の
如
き
混
沌
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
彼
が
こ
れ
ま
で
蓄
え
も
っ
て
い
た
〈
思
想
〉
が
、
拍

石
の
思
想
的
立
場
に
よ
っ
て
厳
し
く
相
対
化
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

純
一
の
抱
懐
し
て
い
た
〈
思
想
〉
と
は
、
自
然
主
義
で
あ
る
。
彼
は
〈
園
に
ゐ
た
頃
か
ら
な
ん
で
も
因
襲
に
囚
は
れ
て
ゐ
る
の
は
詰
ま
ら

な
い
と
、

つ
く
づ
く
忠
〉
（
十
一
）
い
、
〈
腹
の
底
で
、
自
分
の
周
囲
の
物
を
、
何
も
か
も
否
定
す
る
よ
う
に
な
〉
（
同
）
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
純
一
は
、
上
京
直
後
、
自
然
主
義
作
家
大
石
路
花
を
訪
問
す
る
の
で
あ
る
。

が
、
同
時
に
ま
た
、

純
一
は
、
八
理
想
主
義
の
看
板
の
や

対
象
で
あ
っ
た
、
大
石
路
花
な
る
人
物
の
本
質
を
看
破
せ
ず
に
は
い
な
い
。
正
に
射
石
は
、

そ
う
し
た
純
一
の
眼
前
に
姿
を
現
わ
す
よ
う
に

-9-

う
な
〉
、
〈
黒
く
澄
ん
だ
瞳
〉
（
壱
）
の
、
生
得
の
所
有
者
で
も
あ
る
。
彼
の
〈
曇
リ
の
な
い
瞳
〉
（
弐
）
は
、
上
京
当
初
、
〈
景
仰
と
畏
怖
〉
（
壱
）
の

仕
組
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
的
石
の
演
説
後
、
純
一
は
、
自
己
の
内
部
に
生
じ
た
動
揺
の
性
質
を
次
の
如
く
分
析
す
る
。

先
頃
大
石
に
逢
っ
た
時
を
顧
み
れ
ば
、
彼
を
大
き
く
思
っ
て
、
自
分
を
小
さ
く
思
っ
た
に
違
ひ
な
い
。
併
し
彼
が
何
物
を
か
有
し
て

ゐ
る
と
は
思
は
な
い
。
自
分
も
相
臆
に
因
襲
や
前
極
め
を
破
壊
し
て
ゐ
る
積
り
で
ゐ
た
の
に
、
大
石
に
逢
っ
て
み
れ
ば
、
彼
の
破
壊
は

ひ
と
た
び

自
分
な
ん
ぞ
よ
り
周
到
で
あ
る
ら
し
い
。
自
分
も
今
一
洗
濯
し
た
ら
、
あ
ん
な
態
度
に
な
ら
れ
る
だ
ら
う
と
思
っ
た
。
然
る
に
今
日

制
石
の
演
説
を
聞
い
て
ゐ
る
う
ち
に
、
彼
が
何
物
を
か
有
し
て
ゐ
る
の
が
、
長
刀
第
と
し
て
認
め
ら
れ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
何
物
か
が
気

に
な
る
。
自
分
の
動
揺
は
、
そ
の
何
物
か
に
典
え
ら
れ
た
波
動
で
あ
る
（
傍
点
筆
者
）
。

純
一
は
、
抑
石
と
い
う
存
在
の
上
に
、
路
花
や
自
分
の
有
せ
ぬ
〈
何
物
か
〉
の
体
現
者
と
し
て
の
風
貌
を
見
出
す
。
純
一
の
以
後
の
歩
み



は
、
正
に
、
そ
の
〈
何
物
か
〉
を
追
尋
し
つ
つ
進
め
ら
れ
る
。
約
石
の
弟
子
た
る
大
村
と
い
う
〈
介
添
え
役
〉
に
伴
わ
れ
な
が
ら
。

約
石
の
演
説
は
、
郷
里
に
あ
っ
て
既
に
、
〈
小
説
〉
（
十
二
の
影
響
に
よ
っ
て
純
一
の
内
部
に
蓄
え
ら
れ
、
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
自
然
主

義
的
人
生
観
を
ひ
と
皮
相
対
化
し
、
未
だ
〈
岸
の
蔦
羅
に
か
じ
り
つ
い
〉
（
玉
）
た
ま
ま
の
、
上
京
後
一
週
間
の
純
一
を
内
的
混
沌
へ
と
引
き

摺
り
込
む
。

そ
こ
に
は
、
〈
出
世
間
的
〉
な
る
、

白、
伏、

義、

i：純
~~が
Fし年未
つコ だ
Jユ但
は自

λヰ，

Jむ

な

新
た
な
価
値
が
措
定
さ
れ
る
。

純
一
の
辿
り
着
く
先
は
、
既
に

こ
こ
に
提
示
さ
れ
て
い
る
。
が

〈
一
朝
一
夕
〉
に
は
解
か
れ
る
筈
は
な
い
。

そ
の
た
め
に
は

大
T
b

に
、
〈
大
都
会
の
渦
巻
き
〉
（
五
）
の
中
に
営
ま
れ
る
自
然
主
義
的
〈
生
〉
の
現
実
と
の
、
幾
度
か
の
遭
遇
と
別
離
と
が
、
閲
せ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
純
一
の
真
の
醒
覚
、
創
作
家
と
し
て
の
自
己
定
立
は
、

そ
の
先
に
位
す
る
。

そ
こ
へ
至
る
ま
で
の
純
一
の
内
部
の
基
底
に
は
、

約
石
の
措
定
し
た
〈
出
世
間
〉
な
る
価
値
が
、
底
流
と
な
っ
て
流
れ
続
け
て
い
く
の
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
如
く
、
約
石
の
演
説
の
モ
チ
ー
フ
は
、
『
青
年
L

と
い
う
作
品
の
主
題
に
、

強
く
且
つ
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。

本
稿
の
観
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点
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
鴎
外
が
約
石
の
演
説
に
対
し
て
与
え
た
、
作
中
に
果
す
役
割
の
大
き
さ
は
、
取
り

も
直
さ
ず
、
約
石
の
モ
デ
ル
た
る
激
石
そ
の
人
へ
の
関
心
の
深
さ
と
あ
り
ょ
う
を
如
実
に
物
語
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
防
外
と
激
石
の
関
連
を
究
明
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
約
石
の
演
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た
。

管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
小
堀
桂
一
郎
氏
の
例
（
8
）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

で
は
、

何
故
、

両
者
の
関
連
を
考
察
す
る
上
で
多
く
の
示
唆

を
与
え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
、
こ
の
第
一
級
の
資
料
は
、

小
堀
氏
を
除
さ

か
く
ま
で
冷
淡
な
扱
い
を
受
け
て
き
た
の
か
。

そ
の
原
因

は

一
に
か
か
っ
て
、
演
説
内
容
そ
の
も
の
に
あ
る
。

つ
ま
り
、
演
説
者
約
石
の
造
型
が
明
ら
か
に
激
石
を
モ
デ
ル
に
行
わ
れ
て
い
る
の
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
る
相
石
の
思
想
内
容
自
体
が
、
激
石
の
ど
の
一
一
一
口
説
に
基
づ
い
て
の
形
象
化
で
あ
る
か
が
、
判
明
し
な
い
の

で
あ
る
。



f
H年
』
起
筆
以
前
の
、
激
石
に
よ
る
イ
プ
セ
ン
へ
の
言
及
と
し
て
は
、
次
の
様
な
も
の
が
あ
る
。

・
文
蓄
の
哲
同
学
的
基
礎
（
東
京
及
大
阪
朝
日
、
明
刊
・

5

・
4

t
幻
）

－
寸
鶏
頭
」
序
（
明
引
・

1
）

・
愛
讃
せ
る
外
国
の
小
説
戯
曲
（
趣
味
、
明
付
・

1
）

・
創
作
家
の
態
度
（
ホ
ト
ト
ギ
ス
、
明
引
・

4
）

・
近
代
小
説
二
三
に
就
て
（
新
小
説
、
明
刊
・

6
）

・
予
の
描
か
ん
と
欲
す
る
作
品
（
新
湖
、
明
必
・

2

こ
れ
ら
の
中
に
、
射
石
の
演
説
に
お
け
る
が
如
き
イ
プ
セ
ン
言
及
、

イ
プ
セ
ン
に
〈
出
世
間
的
自
己
〉
を
見
る
考
え
を
認
め
る
こ
と
は
困

そ
こ
で
、
今
日
で
は
概
ね
、
成
瀬
正
勝
氏
（
9

）
以
来
の
見
解
、

演
説
内
容
は
減
石
の
も
の
で
は
な
く
、

鴎
外
自
身
の
も
の
、

と
す
る
説
に
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難
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
諸
家
の
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。

落
ち
若
く
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
明
ら
か
に
激
石
を
モ
デ
ル
に
し
た
と
わ
か
る
人
物
を
意
図
的
に
設
定
し
な
が
ら
、
自
己
の
思
想
を
語
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、

考
え
に
く
い
こ
と
だ
と
一
一
一
一
口
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
思
想
内
容
の
出
所
が
仮
り
に
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
や
は
り
、
作
者
は
、
少

く
と
も
、
自
ら
の
理
解
し
た
限
リ
の
淑
石
の
思
想
の
要
約
を
、

そ
こ
に
形
象
化
し
よ
う
と
試
み
た
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
、
人
物
設
定
そ
の
も
の
が
意
味
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
作
品
の
主
題
に
深
く
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担
わ
さ
れ
た
術
石
は
、

そ
の
人
物
像

同
様
、
思
想
内
容
に
お
い
て
も
等
し
く
激
石
を
努
需
と
さ
せ
て
こ
そ
、
充
全
に
機
能
し
得
る
の
だ
。
こ
の
こ
と
を
否
定
し
て
は
、
作
者
の
真

意
を
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
と
な
る
。
と
も
か
く
、
市
石
は
、
激
石
の
思
想
的
立
場
を
体
現
す
る
人
物
と
見
倣
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ



ら
に
、
当
時
の
激
石
が
、

イ
プ
セ
ン
を
評
価
す
る
言
説
を
多
く
発
表
し
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、

約
石
が
イ
プ
セ
ン
論
を
行
な
う
こ
と

も
、
当
然
の
設
定
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
本
稿
は
、
約
石
の
思
想
H
激
石
の
思
想
、

と
の
立
場
を
と
る
。

そ
の
意
味
で
、
前
引
小
堀
氏

と
基
本
的
に
立
場
を
等
し
く
す
る
。
相
石
の
思
想

u
激
石
の
思
想
を
肯
定
す
る
説
と
し
て
、
便
宜
上
取
り
あ
げ
て
お
く
。

小
堀
氏
は
、
先
に
掲
げ
た
、
的
外
が
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
激
石
の
イ
プ
セ
ン
に
関
す
る
一
一
一
一
口
及
を
遂
一
検
討
し
、
相
石
の
演
説

内
容
の
出
所
と
認
め
ら
れ
ぬ
と
し
た
上
で
、
な
お
か
つ
、
激
石
の
思
想
の
要
約
で
あ
る
と
す
る
。
制
石
の
イ
プ
セ
ン
論
は
、
後
の
激
石
に
よ

っ
て
展
開
さ
れ
た
自
己
本
位
の
思
想
に
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
同
町
外
は
、
尖
に
、

い
か
な
る
〈
直
感
〉
あ
る
い
は
洞
察
力
に
よ
っ
て
か
、
こ

れ
を
〈
予
見
〉
し
、
自
作
中
に
描
い
て
み
せ
た
、

と
す
る
の
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、
本
稿
は
、
小
堀
氏
の
所
説
に
基
本
的
に
は
与
す
る
も
の
で
あ
る
。
が
、
同
外
が
相
石
の
演
説
を
描
く
に
あ
た
っ
て
依
拠
し

た
も
の
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
存
在
し
た
と
考
え
た
い
。
こ
こ
で
は
、
同
外
の
予
言
者
的
風
貌
よ
り
も
、

そ
の
テ
キ
ス
ト
解
像
力
の
具
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能
性
を
こ
そ
問
題
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

明
治
三
九
年
九
月
、
淑
石
は
、
『
吾
輩
は
狛
で
あ
る
』
の
連
載
終
了
後
、
「
新
小
説
」
に
『
草
枕
』
を
発
表
す
る
。
そ
の
末
尾
近
く
、
全
篇

の
主
題
の
極
ま
る
と
こ
ろ
、
次
の
一
節
は
あ
る
。

い
よ
い
よ
愈
現
貫
世
界
へ
引
き
ず
り
出
さ
れ
た
。
汽
車
の
見
え
る
所
を
現
買
世
界
と
云
ふ
。
汽
車
程
二
十
世
紀
の
文
明
を
代
表
す
る
も
の
は
あ

る
ま
い
。
何
一
日
と
云
ふ
人
間
を
同
じ
箱
へ
詰
め
て
一
献
と
通
る
。
情
け
容
赦
は
な
い
。
詰
め
込
ま
れ
た
人
間
は
皆
同
程
度
の
速
力
で
、
同

一
の
停
車
場
へ
と
ま
っ
て
さ
う
し
て
、
同
様
に
蒸
気
の
恩
淳
に
浴
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
は
汽
車
へ
乗
る
と
云
ふ
。
余
は
積
み
込
ま
れ
る

と
云
ふ
。
人
は
汽
車
で
行
く
と
云
ふ
。
余
は
運
搬
さ
れ
る
と
云
ふ
。
汽
車
程
個
性
を
軽
蔑
し
た
も
の
は
な
い
。
文
明
は
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
つ
く
し
て
、
似
性
を
殻
注
せ
し
め
た
る
後
、
あ
ら
ゆ
る
限
り
の
方
法
に
よ
っ
て
此
個
性
を
踏
み
付
け
様
と
す
る
。
一
人
前
何
坪
何
合



か
の
地
面
を
輿
へ
て
、
此
地
面
の
う
ち
で
は
掠
る
と
も
起
き
る
と
も
勝
手
に
せ
よ
と
云
ふ
の
が
現
今
の
文
明
で
あ
る
。
同
時
に
此
何
坪

何
合
の
周
固
に
錨
柵
を
設
け
て
、
こ
れ
よ
り
さ
き
へ
は
一
歩
も
出
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
と
威
嚇
か
す
の
が
現
今
の
文
明
で
あ
る
。
何
坪
何
合

の
う
ち
で
自
由
を
世
に
し
た
も
の
が
、
此
錨
柵
外
に
も
自
由
を
垣
に
し
た
く
な
る
の
は
自
然
の
勢
で
あ
る
。
憐
む
べ
き
文
明
の
国
民
は

日
夜
に
此
餓
柵
に
噛
み
付
い
て
抱
略
し
て
居
る
。
文
明
は
個
人
に
自
由
を
輿
え
て
虎
の
如
く
猛
か
ら
し
め
た
る
後
、
之
を
艦
穿
の
内
に

投
げ
込
ん
で
、
天
下
の
平
和
を
維
持
し
つ
つ
あ
る
。
此
平
和
は
真
の
平
和
で
は
な
い
。
動
物
園
の
虎
が
見
物
人
を
脱
め
て
、
保
特
ん
で

居
る
と
同
様
な
‘
平
和
で
あ
る
。
艦
の
銭
棒
が
一
本
で
も
抜
け
た
ら
｜
｜
世
は
滅
茶
々
々
に
な
る
。
第
二
の
悌
蘭
西
革
命
は
此
時
に
起
る

の
で
あ
ら
う
。
個
人
の
革
命
は
今
既
に
日
夜
に
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
北
欧
の
偉
人
イ
ブ
セ
ン
は
此
革
命
の
起
る
べ
き
状
態
に
就
て
具
さ

に
其
例
設
を
吾
人
に
輿
へ
た
。
余
は
汽
車
の
猛
烈
に
、
見
界
な
く
、
凡
て
の
人
を
貨
物
同
様
に
心
得
て
走
る
様
を
見
る
度
に
、
客
車
の

う
ち
に
閉
じ
詰
め
た
る
個
人
と
、
個
人
の
個
性
に
寸
宅
の
注
意
を
だ
に
携
は
ざ
る
此
餓
車
と
を
比
較
し
て
、
｜
｜
あ
ぶ
な
い
、
あ
ぶ
な

い
。
気
を
付
け
ね
ば
あ
ぶ
な
い
と
忠
ふ
。
現
代
の
文
明
は
此
あ
ぶ
な
い
で
鼻
を
衝
か
れ
る
位
充
満
し
て
ゐ
る
。
お
さ
き
真
聞
に
盲
動
す

る
汽
車
は
あ
ぶ
な
い
標
本
の
一
つ
で
あ
る
（
「
十
三
」
｜
傍
点
筆
者
）
。
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的
石
の
演
説
は
、

正
に

ぴ〉

『
草
枕
』
中
の
イ
プ
セ
ン
論
の
延
長
線
上
に
、

激
石
の
思
想
を
独
自
に
概
括
し
、
要
約
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
附
外
は
、
『
草
枕
』

一
篇
の
モ
チ
ー
フ
を
、

）
こ
に
読
み
と
っ
て
い
た
に
相
違
な
い
。

事
実
、
同
時
代
の
批
評
家
、
片
上
天
弦
も
ま
た
、
こ
の
〈
汽
車
論
〉
を
核
と
す
る
、
同
様
の
『
草
枕
ι
理
解
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た

明
見
・

9
－

m、
東
京
日
日
新
聞
）
。

三
、
自
由
劇
場

相
石
の
演
説
、
及
び
、

そ
の
内
容
を
め
ぐ
っ
て
の
純
一
と
大
村
の
対
話
の
記
さ
れ
た
直
後
に
、
現
実
に
行
な
わ
れ
た
、
有
楽
座
に
お
け
る



自
由
劇
場
第
一
回
試
演
の
情
景
が
、
尖
に
一
章
を
費
し
て
、
描
き
出
さ
れ
て
あ
る
こ
と
に
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
が
国
新
劇
史

上
に
お
け
る
画
期
的
出
来
事
で
あ
っ
た
、
小
山
内
薫
・
市
川
左
団
次
主
催
の
、
こ
の
自
由
劇
場
に
は
、
作
者
同
外
自
身
、
幾
度
か
、
上
演
台

本
を
提
供
し
て
お
り
、

ひ
と
方
な
ら
ぬ
関
わ
り
を
有
し
て
い
た
。
事
実
、
作
中
に
描
か
れ
る
第
一
回
の
試
演
の
際
に
は
、
同
町
外
訳
の
イ
プ
セ

ン
作
『
ジ
ョ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
が
上
場
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
鴎
外
は
、
自
ら
関
わ
り
の
あ
っ
た
、
こ
の
文
化
史
上
の
一

事
件
を
、

十
一
月
二
十
七
日
有
楽
座
で
イ
ブ
セ
ン
の

τ
r
D
C
p
t
1巳
図
。
昇

5
5
、
が
興
行
せ
ら
れ
た
。

と
い
う
一
行
を
以
て
、
描
き
出
し
て
見
せ
る
の
で
あ
る
ι

右
の
如
く
、
具
体
的
な
日
付
を
伴
っ
て
書
き
起
こ
さ
れ
る
こ
の
場
面
が
、
作
中
に
、

そ
の
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、

明
確
な
説
明
は
未
だ
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

『
ボ
ル
ク
マ
ン
』
の
内
容
と
『
青
年
』
と
の
関
係
に
活
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何
か
特
別
の
意
味
を
担
い
つ
つ
、
布
置
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
こ
と
は
、
過
去
、
何
人
か
の
論
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
刊
）
O

が、

路
を
見
出
す
試
み
が
な
い
で
は
な
い
が
、

エ
ル
ハ
ル
ト
と
純
一
を
重
ね
合
わ
せ
る
読
み
は
、
有
効
だ
と
は
言
い
難
い
。

で
は
、
何
故
、
鴎
外

は
、
こ
の
町
青
年
』
と
い
う
名
の
小
説
の
、
中
核
部
分
と
で
も
い
う
べ
き
場
に
、
八
自
由
劇
場
〉
の
情
景
を
据
え
た
の
で
あ
っ
た
か
。

明
治
四
二
年
、
鴎
外
の
身
の
上
に
、

二
つ
の
文
学
的
事
件
が
生
じ
た
。

そ
の
一
つ
が
、
先
に
み
た
、
夏
目
激
石
と
の
遜
遁
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば

い
ま
ひ
と
つ
は
、
小
山
内
薫
・
市
川
左
団
次
の
依
頼
の
下
に
、
自
由
劇
場
第
一
同
試
演
の
た
め
の
記
念
す
べ
き
台
本
と
し
て
、

イ
フ。

セ
ン
晩
年
の
代
表
作
、
寸
ジ
ョ
ン
・
ガ
プ
リ
エ
ル
・
ボ
ル
ク
マ
ン
』
の
翻
訳
を
行
な
っ
た
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

同
年
五
月
の
鴎
外
日
記
に

l土



十
六
日
（
日
）
。
雨
。
朝
鈴
木
本
次
郎
筆
受
に
来
ぬ
。

談
午
に
至
る
。
午
餐
を
饗
す
。
（
以
下
略
）

次
い
で
平
野
久
保
至
る
。

次
い
で
小
山
内
葉
市
川
左
団
次
を
伴
ひ
て
至
る
。
雑

と
の
記
載
が
あ
る
。
特
に
詳
し
い
記
述
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
の
日
、
正
式
の
依
頼
が
行
な
わ
れ
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

そ
の
翻
訳
は
、
当
時
、
国
民
新
聞
文
芸
欄
の
主
宰
者
で
あ
っ
た
高
浜
虚
子
の
需
め
に
よ
り
、
上
演
に
先
立
ち
、

七
月
六
日
か
ら
二
ヵ
月
間
、
同
紙
に
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
文
壇
復
帰
後
の
鴎
外
に
漸
く
め
ぐ
っ
て
き
た
、
新
関
連
載
の
最
初
の
機
会

で
も
あ
っ
た
。
折
し
も
、
明
治
三
九
年
、

そ
の
許
報
が
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
漸
く
我
が
国
に
も
昂
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
、

イ
プ
セ
ン
執
…
の
す
同

潮
期
に
重
な
っ
て
い
る
。
自
然
主
義
的
な
誤
解
の
上
に
作
り
上
げ
ら
れ
た
、
偏
向
し
た
イ
プ
セ
ン
理
解
が
、
広
く
社
会
一
般
を
覆
っ
た
時
期

で
あ
る
。
自
然
派
を
主
流
と
す
る
、
時
の
文
清
一
は
、

一
九
世
紀
末
欧
州
の
〈
ヴ
ェ
ル
ト
シ
ュ
メ
ル
ツ
〉
の
香
気
を
伝
え
る
、
問
題
劇
作
者
と

し
て
の
イ
プ
セ
ン
を
高
く
称
揚
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
時
代
の
空
気
の
中
で
、

イ
プ
セ
ン
戯
曲
の
翻
訳
を
、
し
か
も
、
新
聞
紙
上
に
連
載
す
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る
こ
と
に
、
鴎
外
自
身
、
危
倶
す
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
は
言
い
得
ま
い
。

無
論
、
自
由
劇
場
の
創
設
そ
の
も
の
に
、
鴎
外
が
異
を
唱
え
る
筈
は
な
か
っ
た
。
固
よ
り
E

附
外
は
、
対
話
劇
と
し
て
の
欧
州
戯
曲
を
高
く

評
価
し

そ
の
方
向
で
の
演
劇
改
良
に
は
多
大
の
関
心
を
払
っ
て
い
た
。

イ
プ
セ
ン
の
文
学
・
思
想
に
対
し
て
も
、

明
治
二

0
年
代
に
お

け
る
が
如
き
、
自
然
主
義
と
し
て
、

こ
れ
を
単
純
に
否
定
し
去
る
見
方
は
、

小
倉
時
代
の
研
鍵
を
通
じ
て
脱
却
し
、

深
い
共
感
（
日
）
を
抱
く

に
至
っ
て
い
た
。
か
く
し
て
当
時
の
鴎
外
に
、

小
山
内
薫
・
市
川
左
団
次
の
依
頼
を
拒
絶
す
べ
き
理
由
は
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。

が
し
か

し
、
現
時
の
時
代
思
潮
が
、

イ
プ
セ
ン
劇
の
意
図
を
著
し
く
歪
め
る
こ
と
は
、
火
を
見
る
よ
り
明
ら
か
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
鴎
外
は
、
国
民

新
聞
へ
の
連
載
に
際
し
、
予
め
、
J

ド
イ
ツ
の
イ
プ
セ
ン
研
究
家
。
ハ
ウ
ル
・
シ
ュ
レ
ン
テ
ル
（

3
己

m
r
z
g
F
2
ド
イ
ツ
に
お
け
る
自
由
劇

場
明
円
。
庁
国

5
5
の
創
設
者
）
に
よ
る
、
妥
当
な
『
ボ
ル
ク
マ
ン
評
』
を
訳
載
す
る
配
慮
を
示
し
て
い
る
（
七
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
）
。



こ
れ
は
、
司
：

F
2
版
全
集
の
同
比
三

2
5
m
か
ら
の
翻
訳
で
、
訳
出
に
あ
た
り
、
鴎
外
自
身
の
思
想
の
反
映
が
、
色
濃
く
渉
み
で
て
い
る

点
1ユ

き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

附
外
の
、

そ
の
よ
う
な
周
到
な
配
慮
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
由
劇
場
は
、

正
に
時
代
思
潮
の
象
徴
と
し
て
の
役
割
を
果
す
に
至
る
。

一
一
月

二
七
日
当
夜
の
有
楽
座
に
集
っ
た
人
々
に
対
す
る
、
鴎
外
の
苦
々
し
い
思
い
は
、
木
下
杢
太
郎
の
次
の
回
想
に
よ
っ
て
伺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九

O
九
年
）
の
十
一
月
二
十
七
日
の
土
曜
日
は
当
時
の
文
皐
青
年
に
取
っ
て
は
特
に
重
要
な
日
で
し
た
。
小
山
内

葉
、
市
川
左
団
次
の
自
由
劇
場
の
第
一
回
試
演
と
し
て
「
ボ
ル
ク
マ
ン
」
が
興
行
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
僕
は
長
田
秀
雄
君
と
そ
れ
を
観

に
往
き
ま
し
た
が
、
そ
の
夕
の
有
楽
座
の
廊
下
は
、
謂
は
ば
東
京
の
。
ハ
ル
ナ
ツ
ス
が
ひ
っ
こ
し
を
為
て
来
た
や
う
な
有
様
で
し
た
。

（
中
略
）
森
さ
ん
の
お
つ
か
さ
ん
（
注
、
森
峰
子
）
に
お
目
に
か
か
る
と
、
束
十
利
子
さ
ん
を
連
れ
て
居
ら
れ
ま
し
た
が
、
「
枠
は
ね
、
あ
な
た
、

ま
る
で
馬
鹿
に
し
て
居
る
ん
で
す
よ
。
ど
う
せ
詰
ま
ら
な
い
。
今
夜
は
用
が
有
る
っ
て
来
ま
せ
ん
よ
。
明
日
は
、
さ
う
云
っ
て
、
来
さ

せ
ま
せ
う
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
（
『
平
福
百
穂
童
伯
』
、
ア
ラ
ラ
ギ
、
昭
9
・
4
）
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的
外
は
、
こ
の
夜
、
独
り
書
斎
に
あ
っ
て
、

か
の
『
杯
』
（
明
日
付
・

1
、
中
央
公
論
）
の
一
篇
を
も
の
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
来
、
こ
の

散
文
詩
的
寓
意
小
説
は
、

自
然
派
批
判
と
読
み
解
か
れ
て
き
た
が
、

昨
今
、
山
田
晃
氏
（
口
）
に
よ
り
、

鴎
外
膝
下
の
つ
日
卯
」
の
若
き
詩
人
た

ち
へ
の
調
刺
性
が
、
鴎
外
の
真
の
音
山
図
で
あ
っ
た
と
の
、
明
敏
な
新
解
釈
が
提
示
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
が
、
こ
の
小
品
の
執
筆
時
点
を
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
、

そ
れ
は
、
自
然
主
義
を
中
心
と
し
た
、
近
代
主
義
的
時
代
思
潮
の
急
流
の
中
を
、
言
わ
ば
、
樟
さ
し
て
進
む
人
々
全
般
へ

の
、
附
外
の
批
判
的
立
場
の
表
明
と
理
解
す
る
こ
と
の
方
が
、

よ
り
妥
当
な
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
る
。



自
由
劇
場
は
、

そ
の
顧
問
的
役
割
を
担
っ
た
龍
土
会
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
若
き
詩
人
・
芸
術
家
た
ち
（
パ
ン
の
会
の
人
々
）
を
も
併
呑
し

て
、
正
に
〈
世
紀
末
〉
の
空
気
を
呼
吸
し
、
且
つ
、
阻
醸
す
る
空
間
と
化
し
た
の
だ
。
否
、
少
な
く
と
も
、
同
外
の
目
に
は
、

そ
う
映
っ
て

、
，
－
・
官
舎
4
J
－
o

u
f
h吉
T

『
青
年
』
に
お
け
る
〈
自
由
劇
場
〉
と
は
、

か
か
る
時
代
思
潮
そ
の
も
の
の
、

鮮
や
か
な
る
表
象
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

故
に
、
時
代
へ

の
批
判
を
秘
か
に
重
要
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
含
み
も
つ
、
『
青
年
ι
と
い
う
小
説
の
、
中
核
に
布
置
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
文
化
史
的
事
件
で
あ

っ
た
の
だ
。

こ
こ
に
ま
た
、
先
の
約
石
の
〈
ロ
H
U
k
r
∞
同
k
F
F
E
F
〉
に
お
け
る
イ
プ
セ
ン
論
が
、
作
中
に
果
す
役
割
も
、
さ
ら
に
鮮
明
の
度
合
い
を
増
す

と
言
わ
ず
ば
な
る
ま
い
。
〈
ロ
ロ
）
〉
∞
貝
〉
「
】
〉
〉
と
は
何
か
。
す
な
わ
ち
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
演
劇
に
お
け
る
、
上
演
前
の
口
上
の
謂
（
U
）
で
あ

、、’－円／ご－、

し

T
U一や
／

と
言
っ
て
よ
い
。
現
実
に
行
な
わ
れ
、

〈
自
由
劇
場
〉
に
対
す
る
前
口
上
と
し
て
、

一
挙
に
し
て
自
由
劇
場
を
時
代
思
潮
の
る
つ
ぼ
と
化
す
こ
と
と
な
っ
た
、
小
山
内
薫
に

純
一
の
前
に
提
示
さ
れ
て
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る
。
拘
石
の
演
説
は
、
純
一
が
、
や
が
て
足
を
踏
み
入
れ
る
筈
の
、

よ
る
、

か
の
知
名
な
る
歴
史
的
口
上
白
）
の
代
わ
り
と
し
て
（
純
一
は
、

〈
興
行
主
の
演
説
の
あ
っ
た
跡
〉
に
劇
場
に
入
る
よ
う
に
設
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
作
者
の
作
為
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
）
。
言
わ
ば
、
的
石
の
演
説
は
、
先
述
の
、

シ
ュ
レ
ン
テ
ル
に
よ
る
『
ボ
ル
ク
マ
ン

評
』
と
パ
ラ
レ
ル
の
機
能
を
作
者
同
外
に
よ
っ
て
、
付
与
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

『
青
年
』
の
主
人
公
小
泉
純
一
は
、
相
石
の
イ
。
フ
セ
ン
論
に
接
す
る
こ
と
で
、

路
花
的
な
る
も
の
を
相
対
化
す
る
限
を
閃
か
れ
る
。
が
し

か
し
、
有
楽
座
に
待
ち
受
け
る
坂
井
夫
人
の
、
〈
謎
の
目
〉
の
も
つ
牽
引
力
に
た
ぐ
り
寄
せ
ら
れ
、
抗
し
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

附
外
は
日
十
く
、
明
治
三
五
年
、
雑
誌
「
喜
文
」
で
行
な
っ
た
「
J

余
色
夜
叉
上
中
下
筋
合
評
』
の
中
で
、
〈
現
世
間
の
思
潮
〉
を
、
〈
不
属

し
ら
な
い
こ
と

一
倍
（
同
H
Z
開
閉
山
田
〉
開
、
吋
吋
F
H
何
回
開
何
回
叶
）
〉
の
思
潮
で
あ
る
と
断
じ
て
い
た
。
〈
一
路
く
こ
と
を
知
ら
な
い
ち
｝
弓
め
〉
（
十
二
）
と
表
象
さ
れ



る
坂
井
夫
人
と
は
、

す
な
わ
ち
、
時
代
思
潮
そ
の
も
の
の
化
身
と
し
て
形
象
化
さ
れ
て
い
る
に
他
な
ら
な
い
。

C
5
3
u三
五
件
。
一
昨
〉
と
の
対
決
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「
口
い
じ
ゐ
一
j

干
K
L
L
l

ヒ
＼
、
＼
、

口

Y
1
d
f
r
Jよ
ノ
オ
ノ
f
ノ
ρ

1

1
時
℃
芯
判
土
、

U
イ

l
’J
i
l 純

[J(j ~：凶
主目で I j、
技土 、
打~ -co 
d皮b.~士
え〉日
乙ー 、
通〈
過不
し属
Tこ漆

後
の
、
虚
無
と
類
廃
へ
と
進
行
の
手
を
緩
め
る
こ
と
を
知
ら
ぬ
か
の
如
く
で
あ
る
。

時
代
を
覆
う
虚
無
の
淵
へ
と
誘
う
坂
井
夫
人
の
謎
の
目
と
、
自
律
的
個
人
の
確
立
を
高
唱
す
る
刑
石
と
、
ー
ー
ー
純
一
は
、
こ
の
二
つ
の
拾

抗
す
る
価
値
の
問
を
振
り
子
の
よ
う
に
往
復
す
る
。
正
に
こ
こ
に
、
作
者
的
外
の
深
い
洞
察
力
に
よ
っ
て
把
捉
さ
れ
た
、
病
め
る
時
代
の
姿

示、4

、．
4μ 

一
つ
の
処
方
実
を
伴
っ
て
、

あ
ざ
や
か
に
且
つ
す
る
ど
く
形
象
化
さ
れ
、
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。
鴎
外
は
、

し
か
も
、

そ
こ
に
生
き
る

人
間
の
意
志
を
、
押
し
流
す
よ
う
に
し
て
進
む
、
時
代
の
潮
流
の
不
可
逆
的
な
る
こ
と
を
、
抗
し
難
い
も
の
と
し
て
見
つ
め
て
い
る
。
純
一

の
内
部
の
片
隅
に
巣
喰
う
〈
寂
し
さ
〉
と
は
、

そ
の
謂
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

そ
し
て
、
『
青
年
』
の
結
末
は
、
純
一
が
、

時
代
の
潮
流
か
ら
解
放
さ
れ
た
〈
伝
説
〉
の
世
界
へ
と
、

再
び
自
己
の
文
学
の
主
題
を
捉
え
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直
す
こ
と
の
確
認
を
以
て
閉
じ
ら
れ
る
。
こ
の
、
全
篇
の
結
末
に
お
け
る
、
主
人
公
小
泉
純
一
の
、
創
作
家
と
し
て
の
自
己
定
立
の
一
応
の

完
了
が
、
約
石
的
な
る
も
の
、
〈
出
世
間
的
〉
価
値
の
力
に
よ
っ
て
、

成
立
し
得
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

か
く
し
て
、
純
一
の
〈
伝
説
〉
執
筆

へ
の
取
り
組
み
は
、

J
単
枕
』
に
お
け
る
激
石
の
思
想
を
以
て
呆
さ
れ
た
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

激
石
は
正
に
、
二

O
世
紀
に
お
け
る
〈
風
流
韻
事
〉
の
復
権
を
、
或
い
は
、
〈
神
の
知
ら
ぬ
〉
、
〈
し
か
も
神
に
も
っ
と
も
近
き
人
間
の
情
〉

（
守
草
枕
』
十
）
た
る
〈
憐
れ
〉
（
同
、
十
一
二
）
の
回
復
を
以
て
、
♂
早
枕
』
の
一
篇
を
閉
じ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
！
ー
ー
二

O
世
紀
の
文
明
の
象

徴
た
る
〈
盲
動
す
る
汽
車
〉
と
の
、

け
ざ
や
か
に
し
て
、
先
鋭
な
る
対
置
の
構
図
の
も
と
に
。



四
、
結

五
日
さ
＝

μ

激
石
と
の
避
遁
の
後
に
書
か
れ
た
『
青
年
ι
と
い
う
小
説
は
、

ほ
ぼ
右
の
如
き
内
実
を
備
え
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
構
想
の
変
更
が
仮

り
に
あ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
、

そ
の
主
題
に
お
け
る
『
草
枕
』
の
モ
チ
ー
フ
へ
の
呼
応
の
事
実
に
こ
そ
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、

そ
の
結
果
は
、
す
ぐ
れ
て
思
想
的
で
す
ら
あ
る
。

『
青
年
』
は
、

正
に
、
激
石
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
ず
る
責
務
を
担
い
つ
つ
、
4
引
h

き
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。
作
中
の
時
開
設
定
は
、

奇
し
く
も
、

激
石
と
の
聞
に
接
触
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
る
時
期
（
明
治
四

年
末
）
と
符
合
す
る
。
こ
れ
は
偶
然
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
。

さ
て
、
『
青
年
』
起
筆
に
際
し
て
、
右
の
如
き
磁
場
が
成
立
し
て
い
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
先
に
見
た
、
『
生
田
川
』
と
『
草
枕
』
の
素
材
の

明
治
四
三
年
四
月
。
『
】
青
年
』
の
連
載
開
始
の
翌
月
に
あ
た
る
。
ジ
ャ
ン
ル
を
異
に
す
る
こ
の
二
作
品
が
、

共
通
の
モ
チ
ー
フ
1

1

ー
激
石
へ
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一
致
の
事
実
が
、
看
過
し
得
ぬ
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
清
田
氏
の
直
観
は
、
こ
こ
に
、
根
拠
を
得
る
の
だ
。
『
生
田
川
』
の
発
表
年
時
は
、

の
唱
和
ー
ー
か
ら
汲
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

何
ら
不
思
議
は
な
い
。

翌
四
四
年
八
月
に
至
っ
て
完
結
を
み
る
、
平
円
年
』
の
結
末

に
現
わ
れ
る
〈
伝
説
〉
と
は
、
『
雁
』
や
弓
山
根
大
夫
』
で
あ
る
よ
り
、

こ
の
一
生
田
川
』
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
忠
わ
れ

そ
う
で
あ
る
の
な
ら
、
『
青
年
』
は
『
生
田
川
』
執
筆
に
至
る
内
的
経
緯
の
、
言
わ
ば
、
注
解
の
如
く
し
て
書
か
れ
、
そ
の
跡
を

む
し
ろ
、

も
す
る
。

追
う
よ
う
に
、
激
石
へ
献
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
立
円
年
』
（
単
行
本
）
の
出
来
を
記
し
た
翌
日
（
大
2

・
2

・
M
）
の
r

間
外
日
記

に
み
ら
れ
る
一
節
、
「
青
年
を
夏
目
金
之
助
ぬ
し
（
傍
点
筆
者
）
に
贈
る
」
の
条
が
、
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
て
く
る
。

無
論
、
『
青
年
』
は
、

そ
れ
自
体
、
固
有
の
モ
チ
ー
フ
を
本
来
も
っ
て
は
い
る
。

そ
れ
は
、
明
治
四
三
年
初
頭
の
、

文
リ
子
犬
兄
ド
こ
お
ナ

一
／
ぷ
一

J
A
つ、
3
1

－

4
4

る
自
己
定
位
の
試
み
で
あ
る
。

〈
小
泉
純
一
〉
と
い
う
主
人
公
の
名
称
は
、

町
杯
』
の
モ
チ
ー
フ
が
、

そ
の
ま
ま
担
わ
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま



り
、
小
さ
い
が
純
一
な
る
泉
こ
そ
、
自
己
の
文
学
の
唯
一
の
源
泉
で
あ
る
、

と

再
び
、
自
由
劇
場
の
こ
と
に
関
わ
っ
て
言
え
ば
、
そ
の
第
二
回
試
演
の
た
め
に
、

防
外
が
書
き
下
し
た
戯
曲
こ
そ
、

『
生
田
川
』
で
あ
っ

た
。
第
一
回
試
演
終
了
の
翌
日
（
明
G
・

u
－

m）
、
防
外
は
、

〈
新
聞
紙
に
署
名
す
べ
か
ら
ず
〉
と
の
戒
簡
を
、

上
司
石
本
次
官
か
ら
受
け

て
い
た
。
自
由
劇
場
の
旗
揚
げ
に
深
い
関
わ
り
を
も
っ
た
こ
と
へ
の
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

鴎
外
の
こ
の
年
の
新
関
連
載
と
言
え

ば
、
『
ボ
ル
ク
マ
ン
』
を
措
い
て
他
に
な
い
。
『
木
精
』
（
明
日
付
・

1
・
“

t
U
、
朝
日
文
芸
欄
）
を
匠
名
で
掲
載
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と

も
、
こ
こ
に
関
わ
る
。
附
外
は
、
自
ら
の
真
意
が
曲
解
さ
れ
る
こ
と
を
ひ
ど
く
嫌
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、

『
生
田
川
』
に
は
、
自
己
の
文
学

的
立
場
を
明
確
に
示
す
意
図
が
込
め
ら
れ
で
も
い
た
だ
ろ
う
。
『
生
田
川
』
は
、
〈
自
由
劇
場
〉
の
舞
台
空
間
で
演
ぜ
ら
れ
て
こ
そ
、

承
の
効
力
を
発
揮
し
た
筈
だ
。

そ
の
伝

そ
し
て
藍
屋
処
女
の
形
象
に
は

反
措
定
と
し
て
の
意
味

- 20ー

後
の
坂
井
夫
人
的
な
る
も
の
へ
の
、

恐
ら
く
、

が
、
秘
か
に
担
わ
さ
れ
て
い
た
の
に
相
違
な
い
。

［一志］

（

1
）
 

（

2
）
 

（

3
）
 

（

4
）
 

同
附
義
忠
寸
戯
曲
七
篇
に
お
け
る
自
我
し
（
『
附
外
と
諦
念
（
上
）
』
所
収
。
昭

μ
・
8

れ
波
書
店
）

永
平
和
雄
寸
森
同
外
の
戯
巾
｜
｜
多
彩
と
不
毛
し
（
吋
近
代
戯
曲
の
世
界
L
U
P
選
主
門
的
判
所
収

o
m打
・

3

東
京
大
学
出
版
会
）

十
川
部
成
人
ョ
生
川
川
b

論
1
1
1
主
体
的
行
動
決
意
の
ド
ラ
マ
L

（
芝
学
園
同
前
科
研
究
紀
要
第
一
号
附
幻
・
9
）

小
川
畑
桂
一
郎
「
自
然
主
主
と
反
自
然
主
義
｜
｜
川
治
川
十
二
年
暮
の
鴎
外
の
以
自
然
主
義
的
転
凶
を
視
点
と
し
て
」
（
可
排
出
比
較
文
学
2

H
本

文
学
に
お
け
る
近
代
b

所
収
。
昭
刊
・

7

東
京
大
学
出
版
会
）
、
大
凶
幸
世
「
明
治
問
二
年
末
の
附
外
1

1

『
杯
』
と
守
木
精
』
を
め
ぐ
っ
て
」

（
的
見
大
学
紀
要
同
訴
凶
文
信
ロ
昭
日
・
1
）

清
水
茂
「
青
年
し
（
稲
垣
述
郎
一
制
『
森
岡
外
必
携
』
昭
4
・
2

学
燈
社
）

池
辺
三
山
宛
減
石
書
簡
（
明
必
・
日
・

6
）
等
を
め
ぐ
る
仮
説
。
中
島
凶
彦
「
可
冷
笑
』
の
位
山
一
川
と
そ
の
性
格
を
規
定
す
る
も
の
」
（
同
文
学
問
先

（

5
）
 

（

6
）
 



（

7
 

位
、
昭
4
・
6
）
及
び
前
掲
大
屋
論
文
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
も
の
。

可
独
身
』
は
一
一
月
二
五
日
に
脱
稿
を
見
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、

J
卯
L

側
の
原
稿
受
け
取
り
日
（
毎
月
一
九
、
二

O
Hを
定
例
と
す
る
）
の
同
後

に
当
り
、
原
稿
受
け
渡
し
の
一
週
間
前
に
は
脱
稿
す
る
こ
と
を
常
と
し
て
い
た
鴎
外
に
と
り
、
き
わ
め
て
異
例
で
あ
る
0

口
U

煤
煙
序
』
の
「
昂
」

掲
載
と
と
も
に
、
本
文
に
お
け
る
が
如
き
推
測
を
許
す
事
実
と
考
え
る
。

小
堀
桂
一
郎

J
削
石
と
鴎
外
」
（
可
講
座
夏
円
減
石
信
阿
巻
』
所
収
。
昭
幻
・

2

有
斐
閑
）

成
瀕
正
勝
「
青
年
新
詰
L

（
明
治
大
正
文
学
研
究
昭
刀
・

7
）

助
川
徳
赴
「
『
青
年
』
の
表
現
過
程
1

「九
L

同
を
中
心
に
L

（
同
文
学
解
釈
と
鑑
賞
昭
日
・

7
）等。

主
松
泰
雄
「
森
鴎
外
論
イ
プ
セ
ン
へ
の
悶
心
を
め
ぐ
っ
て
し
（
凶
語
と
同
文
学
問
刊
・

2
）等。

．
4

リ
リ
一
1

0

山
川
口
允
「
『
杯
h

川川
1
M
L

（
中
一
刊
山
語
文
町
日
・

3
）

竹
山
崎
天
昨
…

J
川
外
そ
の
紋
様
』
（
小
沢
書
店
川
町
円
・

7
）
二
じ
六
頁
。

っrH山
間
坊
を
飢
る
」
（
川
川
村
・
口
、
文
字
世
界
、

R
K
生
）
に
、
そ
の
際
の
小
山
内
京
…
の
挨
拶
は
次
一
の
様
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
〈
私
共
は
附
生

き
た
い
の
で
す
。
：
：
：
私
共
は
何
う
か
し
て
生
き
て
児
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
自
分
肉
、
ハ
の
生
活
が
生
き
た
い
の
で
す
。

C
C

円。
J
J
u
r
p
に
生
き

て
み
た
い
の
で
す
。
V

F

）
れ
は
、
劇
中
の
ヱ
ル
ハ
ル
ト
の
ム
日
前
を
掠
っ
た
も
の
o

『
ボ
ル
ク
マ
ン
L

の
制
照
的
世
界
を
、
エ
ル
ρ

ル
ト
巾
心
の
問

恒
則
的
位
向
に
よ
っ
て
A

引
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
c

谷
崎
潤
一
郎
の
守
古
来
物
話
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
小
山
内
の
挨
拶
は
、
万
壮
一
の
拍
手
を
以
て

賞
賛
さ
れ
た
と
い
う
。
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（

8
）
 

（

9
）
 

（

ω） 
（日）
（口）
（日）
（日）
（日）


